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イオングループの概要

アジア14か国で21,742店舗を展開。年間36億人のお客さまが来店。
お客さまの豊かで便利なくらしへの貢献を目指す。

連結営業収益

8兆3,900億円

グルーブ従業員数

55万人
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イオンの認知症対応の目指す姿

従業員が認知症サポーター養成講座を受講、

正しい知識を持って適切な接客を行っている

店舗という場を活用して、地域住民に

向けた認知症啓発を行っている

認知症高齢者に対して、各店舗が

地域の様々なステークホルダーと連携

して対応できる体制を構築している

Step1

Step2

Step3

店舗を拠点とした
認知症啓発セミナー

の開催

認知症サポーター
全店舗への配置

店舗が地域の認知症
対応の社会資源と

して機能
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従業員の認知症サポーター養成状況

新店・改装オープン時の
認知症サポーター講座 16,974名

社内講師による
認知症サポーター講座 24,495名

７０,６８１名の認知症サポーターを養成
（2018年1月末現在）

自治体との協働による
認知症サポーター講座 22,250名

本社ビル・各会議体（店長、店次長など）での
認知症サポーター講座 6,962名

各地区・各社での
キャラバン・メイト（社内講師）養成研修

８９９名

社内講師による講座外部講師による講座
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店舗での「認知症サポーター養成講座」の様子

2019年2月7日（木） イオンスタイル幕張ベイパーク（千葉市美浜区）

千葉大学医学部附属病院 千葉市認知症疾患医療センター
清水先生による講義

現場で実際に起きている事例をＤＶＤで視聴。
従業員の対応のどこが悪かったか、自分だったら

どう対応するかをグループ考えて発表。

地元の地域包括支援センター
（地域あんしんケアセンター真砂）の職員様より
地域包括支援センターの役割について紹介

接客に必要な知識の習得 地域との連携

地元の認知症カフェの職員様より、
活動の紹介や発行新聞の配布
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地域住民向け認知症啓発セミナーの開催

店舗という場を活用して、自治体や製薬会社と協働で、
全国各地のイオン店舗で地域住民向け認知症啓発セミナーを展開
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認知症バリアフリーの実現に向けた課題

個人情報が特定できないお客さまと対応するのが特徴
一般的な対応では解決が難しいお客さまへの対応や、支援を必要とする高齢者
の発見・つなぎの役割を果たすためには、地域の専門機関との連携が必須

全国に店舗を持つ企業として、グループ全体で組織的に各地域の行政・
地域包括支援センター・関係機関と、どのように連携を図っていくかが課題

従業員の高齢化（定年延長や再雇用など）による認知症発症の可能性増加

従業員が認知症になっても働き続けることが出来る環境整備、障がいをお
持ちの方と同様に認知症の方への働く場の提供を検討することも課題

不特定多数のお客さまを迎える大型商業施設としての課題

地域に住む人々に働く場を提供する企業としての課題
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